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３　目標及び実績

政
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施　策 １
健康づくりの

事

推進 会計・ 項 保健衛生費

予算区分 目 母子衛生費

取組方針 ３
母子保健事業の充実 大事業 母子衛生事業

中事業 妊産婦支援事業

事業種別 継続 関連個別計画

事業年度 無し ～ 無し 担当課・担当課長・Tel 地域保健課 西　喜彦 488-

業

5120

事業実施の根拠法令 関連課

１　事業内容
（「誰・何」をどういう状態にするための事業か） 全体事業概要

事
業
目
的

妊婦及びその家族が、妊娠・出産・育児について学び、健康で安

チ

心し 【子育て世代包括支援センターの設置】

て新しい生命の誕生を迎えられることを目指す ４保健センターに子育て世代包括支援センターを設置、妊娠届出受付業務を４保健センターに集約

【産後ケア事業】

産後に心身の不

ェ

調又は育児不安等がある産婦に対して支援を実施

【その他】妊婦教室の開催、両親教室の開催

事
業
内
容

平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和02年度 令和03年度

妊婦教室では妊娠・出産・育 ・

事

子育て世代包括支援セ

ッ

務

ンタ ・子育て世代包括

事

支援センタ ・子育て世

業

代包括支援センタ ・子

N

育て世代包括支援セン

o

タ

児について講話。母

事

子健康手 ーの設置及び

業

運営 ーの設置及び運営

名

ーの設置及び運営 ーの

[

設置及び運営

帳、各種

事

制度や食生活、歯の ・

ク

業

産後ケア事業の実施（

基

宿泊 ・産後ケア事業の

本

実施（宿泊 ・産後ケア

情

事業の実施（宿泊 ・産

報

後ケア事業の実施（宿

]

泊

衛生についての講話
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。先輩マ 型・アウトリ

3

ーチ型） 型・アウトリ

0

ーチ型） 型・アウトリ

妊

ーチ型） 型・アウトリ

シ

産

ーチ型）

マとの交流会

婦

。市主催の両親 ・妊婦

支

教室及び両親教室等の

援

・妊婦教室及び両親教

事

室等の ・妊婦教室及び

業

両親教室等の ・妊婦教

事

室及び両親教室等の

教

業

室は年１回、和歌山市

区

母子 開催 開催 開催 開催

分

保健協議会主催で年２

ー

(

回、合

計３回開催。

1)
事業

２　事

経

業コスト

事業費等（千

費

円）
平成29年度 平成

○

30年度 平成31年度

管

令和02年度 令和03

理

年度

当初予算 決算 当初



性]事業手段は妥当か ○ 現行の手段でよい 一部見直しが必要 見直しが必要

[妥当性]官民の役割は妥当か ○ 市が行うべき 他の主体との協働も可能 市が行う必要性は薄れている

[妥当性]緊急的に取り組む必要はあるか 急いで取り組む ○ 中長期的に取り組む 緊急性は薄い

[有効性]更に効果が期待できるか ○ できる あまりできない できない

[有効性]成果目標はどの程度達成しているか ○ 達成している（90%以上） おおむね達成（70～90%未満） 達成していない（70%未満）

[有効性]上位施策への貢献度 重要かつ高い貢献度がある ○ 一定の貢献度がある 貢献度は低い

[効率性]事業費を抑制できるか ○ できない 制約はあるが可能性はある できる

[効率性]受益者負担の見直し ○ 適正 負担は求められない 見直しが必要

５　今後の方向性（担当課評価）

事
業
内
容
の
方
向
性

充実

現状維持 ○

縮小

廃止

ゼロ 縮小 現状維持 拡大

コスト投入の方向性

教室参加後のアンケート等から、妊娠中の生活についての知識や参加者同士の交流を望む声が多く聞かれた。交流会には、

保健師が積極的に介入し、参加者の交

４

流が円滑に進むように

　

努めている。アンケー

事

ト結果から参加者のニ

業

ーズに沿った事業

展開

の

ができ、参加者の満足

評

度も高い。@妊娠届の

価

受理を子育て世代包括

評

支援センターに集約し

価

、全妊婦等に面接を行

基

ったこ

担当課評価の根

準

拠
とで、妊娠や子育て
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についての情報提供や

妥

早期からの支援が開始

当

できるようになった。

性

また、産後ケア事業等

]

により、支援

の充実を

事

図った。

参加者からは

業

拡大を望む声が多く、

の

アンケート結果から参

ニ

加者の満足度は高い。

ー

平成２８年１０月から

ズ

子育て世代包括支援

セ

は

ンターにおいて、妊娠

あ

届出時に全妊婦等に助

る

産師又は保健師が面接

か

を行い、早期からの支

○

援を開始している。必

増

要に応じ

、産後ケア事

加

業（宿泊型・アウトリ

し

ーチ型）により切れ目

て

のない支援が受けられ
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るよう支援体制の充実

る

を図った。

見直し・改
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善内容

ばい 減少している

[妥当


